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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等

回次
第59期
第3四半期
累計期間

第59期
第3四半期
会計期間

第58期

会計期間

自　平成21年
　　　3月21日
至　平成21年
　　　12月20日

自　平成21年
　　　9月21日
至　平成21年
　　　12月20日

自　平成20年
　　　3月21日
至　平成21年
　　　3月20日

売上高 (千円) 7,094,2122,280,6739,864,510

経常利益 (千円) 289,838 72,709 294,081

四半期(当期)純利益 (千円) 155,903 33,338 144,948

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) ― 1,140,0001,140,000

発行済株式総数 (株) ― 7,560,0007,560,000

純資産額 (千円) ― 7,327,7587,248,865

総資産額 (千円) ― 9,509,8259,565,249

１株当たり純資産額 (円) ― 972.35 961.75

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 20.69 4.42 19.23

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) 5.00 ― 10.00

自己資本比率 (％) ― 77.1 75.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 413,473 ― 323,601

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △121,895 ― △183,306

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △189,006 ― △264,902

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― 1,537,5701,434,998

従業員数 (名) ― 1,286 1,309

(注)１．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません

２ 【事業の内容】

　　当第３四半期会計期間において、当社が営む事業の内容について重要な変更はありません。
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３ 【関係会社の状況】

該当事項はありません。

 

４ 【従業員の状況】

提出会社の状況

 平成21年12月20日現在

従業員数(名) 1,286

(注) 従業員数は就業人員であり、パートナー社員及び嘱託社員を含めております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

当社の営んでおります事業は、貨物運送事業、倉庫事業、その他事業であり、役務の提供を主体とする事業の性格

上、生産及び受注の状況を事業部門別に示すことはしておりません。また、販売の状況としては、「３　財政状態及

び経営成績の分析」に「事業別の営業実績」を記載しております。

　

２ 【事業等のリスク】

当第３四半期会計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投

資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等

のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事項等は存在しておりません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等はありません。

 

４ 【財政状態及び経営成績の分析】

（１）経営成績の分析

当第３四半期会計期間の日本経済は、国内の在庫調整の進展や海外経済の改善を背景とした輸出、生産の増加など

から、2008年度末を底に緩やかに回復しています。失業率が過去最悪を更新するなど、雇用・所得環境は一段と厳し

さを増していますが、定額給付金、エコカー減税などの政策効果から、個人消費は持ち直しの動きが続いています。企

業収益の悪化には歯止めがかかりつつありますが、依然低水準にとどまっており、設備投資は大幅に減少していま

す。消費者物価（生鮮食品を除く総合）は、原油価格下落に伴うガソリン価格の低下や、需給バランスの悪化などか

ら、前年比2％台のマイナスとなっています。

運輸業界は、産業界全体の輸送量の減少の影響を受け競争が激化しています。

当社は、前年同期と比較して、営業収益が減少し、減収減益となりました。

その結果、当第３四半期会計期間の営業収益は2,280,673千円、経常利益は72,709千円、四半期純利益は33,338千円

となりました。

また、販売の状況として事業別の営業実績を示せば次のとおりであります。

営業実績

区分

第59期第３四半期会計期間
(自　平成21年9月21日
 至　平成21年12月20日)

輸送屯数(千屯) 営業収益(千円)

貨物運送事業 229 1,803,419

倉庫事業 ― 440,393

その他事業 ― 36,861

合計 229 2,280,673

(注) １　上記の金額には消費税等は含まれておりません。
２　貨物運送事業における輸送屯数のうち、当第３四半期会計期間の傭車によるものは108千屯であります。
また当第３四半期会計期間の傭車による収入は847,152 千円であります。

 

（２）財政状態の分析

流動資産は、3,370,713千円(前期末比2.5%増、83,647千円増)となり、そのうち現金及び預金は、1,547,635千円(前
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期末比102,604千円増)となりました。

固定資産は、6,139,111千円(前期末比2.2%減、139,071千円減)となり、そのうち有形固定資産は、5,693,032千円

（前期末比149,002千円減）となりました。

流動負債は、1,380,601千円(前期末比3.6%減、51,557千円減)となり、そのうち未払法人税等は、21,955千円（前期

末比21,955千円増）となりました。

固定負債は、801,464千円(前期末比9.4%減、82,760千円減)となり、そのうち長期借入金は、328,507千円（前期末比

98,517千円減）となりました。

純資産の部は、7,327,758千円（前期末比1.1%増、78,893千円増）となり、そのうち利益剰余金は、5,057,089千円

（前期末比80,535千円増）となりました。

 

（３）キャッシュ・フローの状況の分析

当第３四半期会計期間における現金及び現金同等物は、第２四半期会計期間末と比較し88,045千円減少し、当第３

四半期会計期間末には1,537,570千円となりました。

　当第３四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は27,105千円となりました。これは主に、税引前四半期純利益が71,875千円計上され

たこと等を反映したものであります。

 

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は42,290千円となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出が44,649千

円あったこと等を反映したものであります。

 

　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は72,861千円となりました。これは主に、長期借入金の返済による支出が37,789千円

あったこと等を反映したものであります。

 

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期会計期間において、当会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた

問題はありません。

 

（５）研究開発活動

特記すべき事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

 

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期会計期間において、第２四半期会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除却等について

重要な変更はありませんでした。また当第３四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却

等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 22,000,000

計 22,000,000

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年12月20日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年2月4日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,560,000 7,560,000
名古屋証券取引所
市場第二部

単元株式数は
1,000株で
あります。

計 7,560,000 7,560,000 ― ―

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 (3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年9月21日～
平成21年12月20日

― 7,560,000 ― 1,140,000 ― 1,120,000

 

(5) 【大株主の状況】

当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することができませ

んので、直前の基準日である平成21年9月20日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成21年9月20日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
普通株式

23,000
 

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式　

7,444,000
 

　　7,444 ―

単元未満株式
普通株式

93,000
 

― ―

発行済株式総数 7,560,000 ― ―

総株主の議決権 ― 7,444 ―

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式630株が含まれております。

② 【自己株式等】

平成21年9月20日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
大宝運輸株式会社

名古屋市中区金山５丁目
３番17号

23,000 ― 23,000 0.3

計 ― 23,000 ― 23,000 0.3

 

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

 

月別
平成21年
　4月

 
　5月

 
　6月

 
　7月

 
　8月

 
　9月

 
　10月

 
　11月

 
　12月

最高(円) 280 299 310 340 385 378 331 335 292

最低(円) 250 280 295 290 309 316 306 265 270

(注)　株価は名古屋証券取引所市場第二部におけるものであります。

 

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第

63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期会計期間(平成21年9月21日から平成

21年12月20日まで)及び当第３四半期累計期間(平成21年3月21日から平成21年12月20日まで)に係る四半期財務諸

表について、あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。

 

３　四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第64号)第５条第２項によ

り、当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目等から見て、当企業集

団の財政状態及び経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を誤らせない程度に重要性が乏

しいものとして、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

資産基準 0.5％

売上高基準 0.1％

利益基準 0.2％

利益剰余金基準 0.6％

※　会社間項目の消去前の数値により算出しております。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

当第３四半期会計期間末
(平成21年12月20日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年３月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,547,635 1,445,030

受取手形及び営業未収入金 1,513,752 1,460,925

有価証券 199,880 199,520

貯蔵品 9,066 7,549

その他 100,684 174,333

貸倒引当金 △306 △293

流動資産合計 3,370,713 3,287,065

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 4,944,037 4,941,744

減価償却累計額 △3,361,663 △3,269,524

建物及び構築物（純額） 1,582,374 1,672,219

機械装置及び運搬具 2,489,227 2,499,023

減価償却累計額 △2,172,081 △2,128,733

機械装置及び運搬具（純額） 317,146 370,289

土地 3,774,853 3,774,853

その他 161,438 161,438

減価償却累計額 △142,780 △136,765

その他（純額） 18,657 24,672

有形固定資産合計 5,693,032 5,842,035

無形固定資産 35,404 34,732

投資その他の資産

投資有価証券 193,360 176,760

差入保証金 88,721 101,081

その他 130,530 125,351

貸倒引当金 △1,937 △1,777

投資その他の資産合計 410,675 401,416

固定資産合計 6,139,111 6,278,183

資産合計 9,509,825 9,565,249
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(単位：千円)

当第３四半期会計期間末
(平成21年12月20日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年３月20日)

負債の部

流動負債

支払手形及び営業未払金 533,148 505,531

1年内返済予定の長期借入金 135,796 153,286

未払法人税等 21,955 －

賞与引当金 105,540 216,000

役員賞与引当金 13,500 18,000

その他 570,661 539,341

流動負債合計 1,380,601 1,432,158

固定負債

長期借入金 328,507 427,024

退職給付引当金 241,806 229,834

役員退職慰労引当金 195,290 190,035

その他 35,860 37,331

固定負債合計 801,464 884,225

負債合計 2,182,066 2,316,384

純資産の部

株主資本

資本金 1,140,000 1,140,000

資本剰余金 1,120,000 1,120,000

利益剰余金 5,057,089 4,976,554

自己株式 △9,134 △8,833

株主資本合計 7,307,955 7,227,720

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 19,803 21,144

評価・換算差額等合計 19,803 21,144

純資産合計 7,327,758 7,248,865

負債純資産合計 9,509,825 9,565,249
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(2)【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

(単位：千円)

当第３四半期累計期間
(自 平成21年３月21日
　至 平成21年12月20日)

営業収益 7,094,212

営業原価 6,532,002

売上総利益 562,209

販売費及び一般管理費 ※
 286,734

営業利益 275,475

営業外収益

受取利息 793

受取配当金 7,695

その他 13,241

営業外収益合計 21,730

営業外費用

支払利息 7,367

営業外費用合計 7,367

経常利益 289,838

特別利益

固定資産売却益 970

投資有価証券売却益 2,921

特別利益合計 3,892

特別損失

固定資産除却損 834

特別損失合計 834

税引前四半期純利益 292,896

法人税、住民税及び事業税 86,000

法人税等調整額 50,993

法人税等合計 136,993

四半期純利益 155,903
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【第３四半期会計期間】
(単位：千円)

当第３四半期会計期間
(自 平成21年９月21日
　至 平成21年12月20日)

営業収益 2,280,673

営業原価 2,115,733

売上総利益 164,940

販売費及び一般管理費 ※
 93,388

営業利益 71,551

営業外収益

受取利息 187

受取配当金 936

その他 2,316

営業外収益合計 3,439

営業外費用

支払利息 2,281

営業外費用合計 2,281

経常利益 72,709

特別損失

固定資産除却損 834

特別損失合計 834

税引前四半期純利益 71,875

法人税、住民税及び事業税 △10,000

法人税等調整額 48,536

法人税等合計 38,536

四半期純利益 33,338
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

当第３四半期累計期間
(自 平成21年３月21日
　至 平成21年12月20日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 292,896

減価償却費 250,947

貸倒引当金の増減額（△は減少） 173

賞与引当金の増減額（△は減少） △110,460

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △4,500

退職給付引当金の増減額（△は減少） 11,972

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 5,255

受取利息及び受取配当金 △8,489

支払利息 7,367

有形固定資産売却損益（△は益） △970

投資有価証券売却損益（△は益） △2,921

売上債権の増減額（△は増加） △52,827

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,517

仕入債務の増減額（△は減少） 27,616

その他 57,465

小計 472,008

利息及び配当金の受取額 8,489

利息の支払額 △7,367

法人税等の支払額 △77,288

法人税等の還付額 17,631

営業活動によるキャッシュ・フロー 413,473

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △136,145

有形固定資産の売却による収入 4,621

投資有価証券の取得による支出 △26,481

投資有価証券の売却による収入 11,596

その他 24,513

投資活動によるキャッシュ・フロー △121,895

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △116,007

配当金の支払額 △72,698

その他 △300

財務活動によるキャッシュ・フロー △189,006

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 102,571

現金及び現金同等物の期首残高 1,434,998

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,537,570
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第３四半期累計期間(自　平成21年3月21日　至　平成21年12月20日)

該当事項はありません。

 

【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 当第３四半期累計期間

(自　平成21年3月21日　至　平成21年12月20日)

会計処理基準に関する事項の変
更

 
 
 
 
 
 

たな卸資産の評価基準及び評価方法の変更
　貯蔵品については、従来、移動平均法による原価法によっておりまし

たが、第１四半期会計期間より、「棚卸資産の評価に関する会計基準」
（企業会計基準第9号　平成18年7月5日）が適用されたことに伴い、移動
平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく
簿価切り下げの方法）により算定しております。
なお、この変更に伴う損益に与える影響はありません。

 
【簡便な会計処理】

 

当第３四半期累計期間
(自　平成21年3月21日　至　平成21年12月20日)

１　一般債権の貸倒見積高の算定方法

　当第３四半期会計期間末の貸倒実績率等が前事業年度末に算定したものと著しい変化がないと認められる

ため、前事業年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

 

 

２　固定資産の減価償却費の算定方法

　定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方　　

法によっております。

 

３　繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

　　　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前事業年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況に

著しい変化がないと認められる場合は、前事業年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニン

グを利用する方法によっております。

 

 

【四半期財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第３四半期累計期間(自　平成21年3月21日　至　平成21年12月20日)

 

該当事項はありません。

 

 

 

 

 

 

 

 

【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

 

該当事項はありません。
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(四半期損益計算書関係)

 

当第３四半期累計期間
(自　平成21年3月21日
至　平成21年12月20日)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおり

であります。

人件費 170,059　千円

（うち賞与引当金繰入額） (3,090  千円）

（うち役員賞与引当金繰入額） (13,500  千円）

（うち退職給付費用） (5,921  千円）

（うち役員退職慰労金引当金繰入額） (5,255  千円）

減価償却費 8,912　千円

  

 

当第３四半期会計期間
(自　平成21年9月21日
至　平成21年12月20日)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおり

であります。

人件費 52,676　千円

（うち賞与引当金繰入額） (3,090  千円）

（うち役員賞与引当金繰入額） (3,500  千円）

（うち退職給付費用） (2,194  千円）

（うち役員退職慰労金引当金繰入額） (1,751  千円）

減価償却費 2,968　千円

  

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

 

当第３四半期累計期間
(自　平成21年3月21日
至　平成21年12月20日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記

されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,547,635千円

預入期間が３か月超の定期預金 △10,064〃

現金及び現金同等物 1,537,570千円

  
　

 

 

 

(株主資本等関係)

当第３四半期会計期間末(平成21年12月20日)及び当第３四半期累計期間（自　平成21年3月21日　至　平成21年
12月20日）
 
１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当第３四半期会計期間末

普通株式(株) 7,560,000

 

 

２　自己株式に関する事項
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株式の種類 当第３四半期会計期間末

普通株式(株) 23,829

 

 

３　新株予約権等に関する事項

 

該当事項はありません。

 

 

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年6月17日
定時株主総会

普通株式 37,685 5 平成21年3月20日平成21年6月18日利益剰余金

平成21年11月4日
取締役会

普通株式 37,681 5 平成21年9月20日平成21年11月27日利益剰余金

 (2) 基準日が当事業年度の開始の日から当四半期会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日が当四

半期会計期間の末日後となるもの

　　　

該当事項はありません
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

 

当第３四半期会計期間末
(平成21年12月20日)

前事業年度末
(平成21年3月20日)

  

 972.35円

  

 961.75円

 

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

 

当第３四半期累計期間
(自　平成21年3月21日
至　平成21年12月20日)

当第３四半期会計期間
(自　平成21年9月21日
至　平成21年12月20日)

１株当たり四半期純利益 20.69　円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―　円

１株当たり四半期純利益 4.42　円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―　円

(注)　１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。２．１株当た

り四半期純利益の算定上の基礎

 

項目
当第３四半期累計期間
(自　平成21年3月21日
至　平成21年12月20日)

当第３四半期会計期間
(自　平成21年9月21日
至　平成21年12月20日)

四半期損益計算書上の四半期純利益(千円) 155,903 33,338

普通株式に係る四半期純利益(千円) 155,903 33,338

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 7,536 7,536

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

平成21年11月4日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　（イ）中間配当による配当金の総額……………………………………37,681千円

　（ロ）１株当たりの金額…………………………………………………5円　00銭

　（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………………………平成21年11月27日

　　（注）平成21年9月20日現在の株主名簿及び実質株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

 
平成22年１月29日

大宝運輸株式会社

取締役会　御中

 

あ ず さ 監 査 法 人

指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士 稲　越　千　束

指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士 鬼　頭　潤　子

指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士 豊　田　裕　一

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大宝運

輸株式会社の平成21年３月21日から平成22年３月20日までの第59期事業年度の第３四半期会計期間（平成21

年９月21日から平成21年12月20日まで）及び第３四半期累計期間（平成21年３月21日から平成21年12月20日

まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー

計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任

は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して

実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥

当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われ

た。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、大宝運輸株式会社の平成21年12月20日現在の財政状態、

同日をもって終了する第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　　上
 
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告書提出

会社)が別途保管しております。

２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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